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北海道高山植物保護ネット 2012年度市民フォーラム 

1998年に発足した「北海道高山植物盗掘防止ネットワーク」は、高山帯が抱えるさまざまな問

題に取り組むため、2010年に「北海道高山植物保護ネット」と改称しました。盗掘のみならず、

オーバーユース問題や外来種・エゾシカの増加、温暖化などにも取り組むネットワークとして、

今回は北海道の高山帯が直面している問題について提言します。 

 

◆日時 2011年11月26日（土）  13時から17時 
会場 北海道大学大学院環境科学院 D101教室（１階） 札幌市北区北10条西5丁目 
ウェブサイト  http://www.cho.co.jp/hap-net/ 

◆スケジュールと目次 
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利尻島からの報告　～リシリヒナゲシの保全～

小杉和樹（利尻島自然情報センター代表）

はじめに
　利尻山固有種である“リシリヒナゲシ”については、これまでリーフレットや報告資料等の配布により、そ
の現状や保全対策の取組状況をお知らせしてきましたが、その後の北海道大学農学院の調査研究や環境省の
グリーンワーカー事業等によるモニタリングによって、リシリヒナゲシの生態や分布状況の解明、更には利
尻山高山帯のリシリヒナゲシ自生地に播種された“栽培ヒナゲシ”の除去も徐々に進んでいます。今回は、そ
うした取組から、新たに得られたリシリヒナゲシの課題や希望について報告します。

1)リシリヒナゲシ自生地における栽培ヒナゲシの状況
　利尻山の自生地付近等に栽培ヒナゲシの種子が播種された確実な記録は、昭和57年9月25日、鴛泊登山道
長官山付近と現避難小屋手前付近の登山道脇や斜面の火山灰地でした。そのほか、平成9年から17年にかけ
て、断続的に鴛泊登山道9合目付近の登山道脇を中心に頂上直下
までの間に播種されてもいます。
　播種された場所からはリシリヒナゲシとはITS領域の配列が
異なる栽培ヒナゲシが確認され、その除去を2009年から始めて
います。播種に由来する栽培ヒナゲシを全て除去出来た場所も
ありますが、崩壊地の斜面や崖に分布している場所では、除去
作業が難しく、全ての個体の除去が出来ていません。また、除
去した翌年、翌々年には実生個体が確認されなかったものの、
2012年になって実生が確認された場所もありました。
　栽培ヒナゲシの種子が、何年か地面や地中で休眠して発芽す
るようであれば、栽培ヒナゲシを完全に利尻山の高山帯から除
去するには、相当な労力と時間が必要になります。

2) 自生地の環境
　リシリヒナゲシは、利尻山高山帯のスコリアがむき出しに
なったやや崩壊した環境に分布しています。周辺には同じよう
な環境を好むジンヨウスイバ、キクバクワガタ、サマニヨモギ
などが見られます。所謂、「お花畑」という環境とは違うた
め、その環境の保全自体が極めて難しいものです。
　崩壊を防いでスコリアや岩を安定させると土壌の発達ととも
に他の植物が分布し、リシリヒナゲシは分布出来なくなってし
まいます。かといって、崩壊するスピードが速すぎれば、リシ
リヒナゲシが発芽してそこで種子を生産することは出来なく
なってしまいます。リシリヒナゲシは利尻山の崩壊と絶妙なバ
ランスで種を維持して来たのだと思います。
　
3) 新たな自生地
　現在、利尻山では環境省が直轄事業で登山道の整備を行い、浸食と崩壊が進んだ登山道に「近自然工法」
による石組み帯工や木柵階段、木柵土留工などを施工し、一定程度の浸食と崩壊を防いでいます。そうした
木柵階段や土留工によって流失しなくなったスコリアにイネ科植物の実生が見られるようになり、2012年に
はリシリヒナゲシの実生も見つけることが出来ました。人工物の設置ではあるものの、やがて栽培ヒナゲシ

写真1．栽培ヒナゲシが播種された鴛泊登山
道の標高1505m付近でのモニタリング

写真2．鴛泊登山道標高1228m（長官山上
部）での栽培ヒナゲシ駆除作業
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を利尻山高山帯から完全に除去出来た際には、リシリヒナゲシ
の増殖対策をするための環境整備に活かせるものと考えていま
す。
　現在では、ほとんど登山道脇に見ることが出来なくなったリ
シリヒナゲシですので、こうした箇所にもリシリヒナゲシを見
ることができるようになることで、登山者へ登山道への負荷を
軽減することで、高山帯の植物の保護や保全が出来ることを、
客観的事実でアピールすることができると考えています。

4) 普及啓発
　今夏、利尻町商工会女性部からのお誘いで「リシリヒナゲ
シ」についてお喋りをして来ました。利尻山固有と言いなが
ら、リシリヒナゲシという植物の詳細については、地元でもあ
まり知られていません。これまで、調査研究の成果をリーフ
レット等にまとめ、島内の全世帯に配布したり、フォーラムを
開催したりしてきましたが、実際にはまだまだです。
　今回は、リシリヒナゲシという植物の数奇な運命も含めて、
その生活史や地球上で唯一リシリヒナゲシが命を繋ぐことので
きた利尻山高山帯の環境、そして現在利尻山の自生地に侵入し
ている栽培ヒナゲシのことやその対策について伝えることがで
きました。商工会女性部では、こうしたリシリヒナゲシを利尻
島の大切な宝物としながら、地域の活性化に繋げて行くことが
できないか考えて行こうとしています。そうした取組により、リ
シリヒナゲシの保護と自生地の保全が地域全体のこととして進ん
で行くように思います。 

おわりに
　現在、リシリヒナゲシは環境省のレッドリスト（2007）で絶滅
危惧IB類（EN）にされていますが、 2011年の環境省グリーン
ワーカー事業では、利尻山におけるリシリヒナゲシの個体数をお
およそ400個体と推測しており、分布範囲や環境からいって、現
状としては絶滅危惧ⅠA類（CR）に近いのではないかと考えてい
ます。
　今後も利尻山の登山道の保全とあわせ、リシリヒナゲシが利
尻山で命を繋ぐためのあらゆる方策が講じられることを切に願い、館脇操が『北見利尻島の植物』の結びに
「利尻岳高山植物の保護に関する一私案」と題した70年近く前の文を紹介させていただきます。

写真3．鴛泊登山道標高1410m付近（９合目
直下）の木柵階段と土留工事

写真4．写真3に確認されたリシリヒナゲシの
実生個体

写真5．利尻町商工会女性部が開催した「リ
シリヒナゲシ勉強会』
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